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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　灌流源であって
　ある量の灌流液を保持するための容器と、
　前記容器に流体連結されるポートと、を備え、前記ポートは、首部、位置合わせ特徴お
よびスパイクポートを含み、前記首部は、一群の突出部から選択される複数の突出部を有
し、前記複数の突出部は、前記容器のための固有の識別子を提供し、前記位置合わせ特徴
および前記スパイクポートは該位置合わせ特徴と該スパイクポートとの間に環状間隙を形
成するように構成され、該環状間隙は、前記複数の突出部が撮像デバイスに位置合わせさ
れるように狭持デバイスを受容するように構成される、
　灌流源。
【請求項２】
　前記固有の識別子は、前記複数の突出部のうちの少なくとも２つの間の距離に基づく、
請求項１に記載の灌流源。
【請求項３】
　前記固有の識別子は、突出部の数に基づく、請求項１に記載の灌流源。
【請求項４】
　前記固有の識別子は、前記複数の突出部の形状に基づく、請求項１に記載の灌流源。
【請求項５】
　前記固有の識別子は、前記複数の突出部の色に基づく、請求項１に記載の灌流源。
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【請求項６】
　前記複数の突出部は、それぞれ、前記首部の外周の周囲に位置する円周方向の突条であ
る、請求項１に記載の灌流源。
【請求項７】
　灌流源識別システムであって、
　ある量の灌流液を保持するための容器および前記容器に流体連結されるポートを備える
、灌流源であって、前記ポートは、首部、位置合わせ特徴およびスパイクポートを含み、
前記首部は、一群の突出部から選択される複数の突出部を有し、前記複数の突出部は、前
記容器のための固有の識別子を提供し、前記位置合わせ特徴および前記スパイクポートは
該位置合わせ特徴と該スパイクポートとの間に環状間隙を形成するように構成される、灌
流源と、
　前記ポートを保持する狭持デバイスと、
　前記灌流源の前記首部に隣接して位置する撮像デバイスと、
　前記撮像デバイスに連結されるプロセッサと、を備え、
　前記狭持デバイスは前記環状間隙に受容されて前記複数の突出部を前記撮像デバイスに
位置合わせし、前記撮像デバイスは、前記灌流源の前記首部および前記複数の突出部の画
像を撮像し、前記プロセッサは、どの識別子が前記画像と関連付けられるのかを判定する
、
　灌流源識別システム。
【請求項８】
　首部の近くに位置する光源をさらに備える、請求項７に記載の灌流源識別システム。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記複数の突出部のうちの少なくとも２つの間の距離に基づいて、
どの識別子が前記画像と関連付けられるのかを判定する、請求項７に記載の灌流源識別シ
ステム。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、突出部の数に基づいて、どの識別子が前記画像と関連付けられるの
かを判定する、請求項７に記載の灌流源識別システム。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記複数の突出部の形状に基づいて、どの識別子が前記画像と関連
付けられるのかを判定する、請求項７に記載の灌流源識別システム。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記複数の突出部の色に基づいて、どの識別子が前記画像と関連付
けられるのかを判定する、請求項７に記載の灌流源識別システム。
【請求項１３】
　前記複数の突出部は、それぞれ、前記首部の外周の周囲に位置する円周方向の突条であ
る、請求項７に記載の灌流源識別システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先権の主張
　本出願は、発明者Ｇａｒｙ　Ｓｏｒｅｎｓｅｎ、Ａｌｅｘ　Ａｒｔｓｙｕｋｈｏｖｉｃ
ｈ、Ｒａｐｈａｅｌ　Ｇｏｒｄｏｎ、Ｍｉｋｅ　Ｍｏｒｇａｎ、Ｄａｎｉｅｌ　Ｗｉｌｓ
ｏｎらによる、２０１２年４月２６日に出願された、米国特許出願第１３／４５６，２９
４号、名称「ＩＲＲＩＧＡＴＩＯＮ　ＳＯＵＲＣＥ　ＩＤＥＮＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　Ｓ
ＹＳＴＥＭ」の優先権の利益を主張するものであり、あたかも本明細書に完全かつ十分に
記載されているかのように、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、水晶体超音波乳化吸引術に関し、より具体的には、手術中に使用される灌流
源の種類を識別するためのシステムに関する。
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【背景技術】
【０００３】
　ヒトの眼球は、角膜と呼ばれる透明な外側部分を通して光を伝達することによって、お
よび水晶体を経由して像を網膜上に合焦させることによって、視覚を提供するように機能
する。合焦させた像の質は、眼球のサイズおよび形状、ならびに角膜および水晶体の透明
度を含む数多くの要因に依存する。年齢または疾患によって、水晶体の透明度が低下して
くると、網膜に伝達することができる光が減少するので、視覚が低下する。こうした眼球
の水晶体における欠陥は、医学的には、白内障として知られている。この状態に対する一
般に認められている治療法は、水晶体を外科的に除去し、水晶体の機能を人工眼内水晶体
（ＩＯＬ）によって置き換えることである。
【０００４】
　米国において、白内障水晶体の大部分は、水晶体超音波乳化吸引術と呼ばれる外科的手
法によって除去される。水晶体超音波乳化吸引手技に好適な代表的な外科用ハンドピース
は、超音波駆動の水晶体超音波乳化吸引ハンドピース、灌流スリーブによって囲まれる付
属の中空角針、および電子制御コンソールから成る。ハンドピースアセンブリは、電気ケ
ーブルおよび可撓管によって制御コンソールに取り付けられる。コンソールは、電気ケー
ブルを通して、ハンドピースによって付属の角針に伝達される電力レベルを変動させる。
可撓管は、ハンドピースアセンブリを通して、手術部位に灌流液を供給し、また、眼球か
ら吸引液を吸い込む。
【０００５】
　代表的なハンドピースにおける動作部は、１組の圧電性結晶に直接取り付けられる、中
央に位置する中空の共振棒材または角材である。結晶は、コンソールによって制御され、
水晶体超音波乳化吸引術中に、角材および付属の角針の双方を駆動するために必要な、必
要とされる超音波振動を供給する。結晶／角材アセンブリは、ハンドピースの中空本体ま
たはシェル内で可撓性取り付け具によって吊設される。ハンドピース本体は、本体の遠位
端部の縮径部分またはノーズコーンで終端する。一般的に、ノーズコーンは、中空灌流ス
リーブを受けるために雄ねじ付きであり、該雄ねじは、角針の大部分の長さを囲む。同様
に、角材孔は、角針先端部の雄ねじを受けるためにその遠位端部で雌ねじ付きである。灌
流スリーブも、ノーズコーンの雄ねじ上へねじ込まれる、雌ねじ付きの孔を有する。角針
は、その先端部が、灌流スリーブの開口端部を過ぎて所定量だけ突出するように調整され
る。
【０００６】
　水晶体超音波乳化吸引手技中に、角針の先端部および灌流スリーブの端部は、眼球の外
側組織における小さい切開部を通して、眼球の前嚢の中へ挿入される。外科医は、角針の
先端部を眼球の水晶体と接触させ、よって、振動先端部が水晶体を破砕する。結果として
生じる破片は、手技中に眼球に提供される灌流溶液とともに、角針の内部孔を通して眼球
から廃棄物貯蔵容器の中へ吸引される。
【０００７】
　手技の全体を通して、灌流液は、眼球の中へ導かれ、灌流スリーブと角針との間を通過
し、そして、灌流スリーブの先端部でおよび／または灌流スリーブのその端部近くの１つ
以上のポートまたは開口から眼球の中へと出て行く。灌流液は、超音波角針を振動させる
ことによって発生する熱から眼球組織を保護する。さらに、灌流液は、眼球からの吸引の
ために、乳化した水晶体の破片を懸濁させる。
【０００８】
　灌流液は、一般的に、点滴液と同じように、瓶またはバッグで保持される。瓶またはバ
ッグは、手術中に使用するために、液源を可撓管に接続するようにスパイクが挿入される
端部を有する。いくつかの場合では、外科的手技中に、異なる種類、源、または量の灌流
液が使用され得る。例えば、一方の灌流液源がある量の液を含み得る一方で、もう一方の
源が異なる量の液を含む。液の化学的構造は、異なり得る。さらに、液を保持する瓶また
はバックの種類も異なり得るか、または固有の特徴を有し得る。灌流液源の中での違いを
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検出する、自動的な方法を有することが望ましくなり得る。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明の原理と一致する一実施形態において、本発明は、ある量の灌流液を保持するた
めの容器と、容器に流体連結されるポートとを備える、灌流源である。ポートは、出口端
部と、首部とを有する。首部は、一群の突出部から選択される複数の突出部を有する。複
数の突出部は、容器のための固有の識別子を提供する。
【００１０】
　本発明の別の実施形態において、本発明は、灌流源と、撮像デバイスと、プロセッサと
を備える、灌流源識別システムである。灌流源は、ある量の灌流液を保持するための容器
と、容器に流体連結されるポートとを含む。ポートは、出口端部と、首部とを有する。首
部は、一群の突出部から選択される複数の突出部を有する。複数の突出部は、容器のため
の固有の識別子を提供する。撮像デバイスは、灌流源の首部に隣接して位置する。プロセ
ッサは、撮像デバイスに連結される。撮像デバイスは、灌流源の首部および複数の突出部
を撮像し、プロセッサは、どの識別子が画像と関連付けられるのかを判定する。
【００１１】
　上述の概要および以下の詳細な説明は、いずれも例示的かつ説明的なものに過ぎず、請
求されている本発明のさらなる説明を提供することを意図したものであると理解されたい
。以下の説明、ならびに本発明の実践は、本発明の追加的な利点および目的を記載し、提
案する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】水晶体超音波乳化吸引術システムの液経路における構成要素の図である。
【図２】本発明の原理による識別特徴を有する灌流源の斜視図である。
【図３Ａ】本発明の原理による灌流液源のポート端部の図である。
【図３Ｂ】本発明の原理による灌流液源のポート端部の図である。
【図３Ｃ】本発明の原理による灌流液源のポート端部の図である。
【図４】本発明の原理による灌流源識別システムの図である。
【図５】本発明の原理による灌流源識別システムとともに使用する位置合わせおよび挟持
機構である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付図面は、本発明の複数の実現形
態を例示し、説明とともに本発明の原理を説明する役目をする。
【００１４】
　以下、本発明の例示的な実施形態を詳細に参照し、それらの実施例を添付図面に例示す
る。可能な限り、図面全体を通して、同じまたは類似の部品を指すように同じ参照番号が
使用される。
【００１５】
　図１は、水晶体超音波乳化吸引術システムの液経路における構成要素の図である。図１
は、白内障手術中に、眼球１１４５を通る液経路を表す。構成要素は、灌流液源１１０５
と、灌流圧力センサ１１３０と、灌流弁１１３５と、灌流線１１４０と、ハンドピース１
１５０と、吸引線１１５５と、吸引圧力センサ１１６０と、通気弁１１６５と、ポンプ１
１７０と、貯蔵容器１１７５と、排液バッグ１１８０とを含む。灌流線１１４０は、白内
障手術中に、灌流液を眼球１１４５に提供する。吸引線１１５５は、白内障手術中に、眼
球から液および乳化した水晶体の小片を除去する。
【００１６】
　灌流液が灌流液源１１０５を出るときに、該灌流液は、灌流線１１４０を通って眼球１
１４５の中へ進行する。灌流圧力センサ１１３０は、灌流線１１４０の中の灌流液の圧力
を測定する。また、灌流のオン／オフ制御のために、随意の灌流弁１１３５も提供される
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。灌流圧力センサ１１３０は、いくつかの市販の液圧センサのいずれかによって実現され
、灌流液経路の中のどこかに（灌流源１１０５と眼球１１４５との間のどこかに）位置さ
せることができる。
【００１７】
　ハンドピース１１５０は、水晶体超音波乳化吸引手技中に、眼球１１４５の中に配置さ
れる。ハンドピース１１５０は、疾患した水晶体を突き破るために眼球の中で超音波振動
する、（図２で見られるような）中空針を有する。針の周囲に位置するスリーブは、灌流
線１１４０から灌流液を提供する。灌流液は、（図２Ａでより明らかに示されるように）
針の外側とスリーブの内側との間の空間を通過する。液および水晶体の小片は、中空針を
通して吸引される。この様式で、中空針の内部通路は、吸引線１１５５に流体連結される
。ポンプ１１７０は、眼球１１４５から吸引された液を吸い込む。吸引圧力センサ１１６
０は、吸引線の圧力を測定する。ポンプ１１７０によって作成される真空を通気するため
に、随意の通気弁を使用することができる。吸引された液は、貯蔵容器１１７５を通過し
て排液バッグ１１８０に入る。
【００１８】
　図２は、本発明の原理による識別特徴を有する灌流源の斜視図である。図２において、
灌流バッグ２００は、出口ポート２１０を有する。バッグ２００は、ポリマー等の任意の
可撓性材料で作製され得る。バッグ２００は、点滴ポールから懸下されるように構成され
得るか、またはバッグ２００の内容物を加圧する圧搾機構とともに使用され得る。ポート
２１０は、バッグ２００の中の液のための出口を提供し、下でさらに詳細に説明される。
【００１９】
　図３Ａ～３Ｃは、本発明の原理による灌流液源のポート端部の図である。図３Ａにおい
て、ポート３００は、スパイクポート３１０と、位置合わせ特徴３２０と、首部３６０に
位置する突出部３３０および３４０とを含む。スパイクポート３１０は、管を灌流バッグ
の内容物と流体接続する点滴スパイクを受ける。このように、スパイクポートは、灌流バ
ッグの内容物を封止する。位置合わせ特徴３２０は、突出部３３０および３４０を撮像す
ることができるように、首部３６０を特定の場所に配置する役割を果たす。
【００２０】
　突出部３３０および３４０は、灌流源の内容物を識別する役割を果たす。本発明の一実
施形態では、灌流源の内容物を判定するために、突出部３３０と３４０との間の距離また
は間隔を検出することができる。例えば、図３Ａで示されるように突出部３３０および３
４０が互いに接近している場合、そのような接近した間隔は、灌流源の内容物を判定する
ために使用することができる。図３Ｂで示されるように、突出部３３０と３４０の間の距
離または間隔は、図３Ａで表されるものよりも大きい。この様式において、図３Ｂで示さ
れるより大きい間隔は、灌流源の異なる内容物を示すために使用することができる。この
様式において、２つの突出部３３０および３４０は、それらが付属する灌流源の内容物を
示す、それらの間の距離または間隔を伴って使用され得る。例えば、突出部３３０と３４
０との間の距離は、図３Ａで１センチメートルであり、図３Ｂで３センチメートルであり
得る。１センチメートルの距離から１０センチメートルの距離まで１センチメートルずつ
異なる距離を突出部３３０および３４０に提供する等の、数多くの他の距離も同様に利用
され得る。この様式では、１０個の異なる固有の識別子が提供される。別の例において、
図３Ａの突出部３３０および３４０は、２センチメートルの間隔の距離であり、図３Ｂの
突出部３３０および３４０は、６センチメートルの間隔の距離であり、２つの固有の識別
子を提供する。２つの突出部を使用するとき、それらの間の距離は、それらが付属する灌
流源の内容物を示すことができる。
【００２１】
　本発明の別の実施形態において、図３Ｃで示される灌流源の内容物を判定するために、
いくつかの突出部３３０、３４０、および３５０が使用され得る。この様式において、３
つの突出部３３０、３４０、および３５０は、ポートが付属する灌流源の内容物の指示を
提供する。図３Ａおよび３Ｂで示される２つの突出部は、存在する突出部の数に基づいて
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、それぞれ、異なる識別子を提供し得る。そのような識別子を提供するために、任意の数
の突出部が使用され得る。例えば、６つの異なる識別子を提供するために１つ～６つの突
出部が使用され得る。加えて、突出部のないものも識別子であり得る。
【００２２】
　本発明の他の実施形態において、固有の識別子を提供するために、突出部の形状、突出
部が首部３６０から延在する距離、突出部の色、または他の視覚的違いが使用され得る。
この様式において、単一の視覚的違いまたは視覚的違いの組み合わせが使用され得る。図
３Ａ～３Ｃにおいて、突出部３３０および３４０は、首部３６０の外周の周囲に位置する
円周方向の突条である。
【００２３】
　最後に、識別子を提供するために、上の視覚的違いの任意の組み合わせが利用され得る
。例えば、識別子を提供するために、１つは、突出部の数、ならびに突出部間の距離また
は間隔を使用し得る。この様式において、図３Ａの突出部３３０および３４０は、図３Ｃ
の突出部３３０、３４０、および３５０よりも双方が互いに接近し、数が異なる。灌流源
のためのより多数の固有の識別子を提供するために、突出部の数および突出部間の距離の
組み合わせを使用することができる。使用する突出部の種類に関係なく、固有の識別子は
、一群の突出部のサブセットによって表され得る。
【００２４】
　図４は、本発明の原理による灌流源識別システムの図である。図４において、ポート３
００は、光源４１０および撮像デバイス４２０に隣接して位置する。撮像デバイス４２０
は、プロセッサ４３０に連結される。撮像デバイス４２０は、どの識別子が提示されてい
るのかを判定するために、首部３６０、ならびに突出部３３０および３４０を撮像する。
識別子は、ポート３００が付属する灌流源の内容物を判定する。光源４１０は、最も一般
的には、発光ダイオードまたはダイオードアレイであるが、他のよく見られる光源も利用
され得る。本発明の別の実施形態では、周囲光または室内に存在する光が使用され得、そ
の場合、光源４１０は存在しない。本発明の他の実施形態において、光源４１０は、撮像
デバイス４２０に隣接して、撮像デバイス４２０の反対側に、または首部３６０を照明す
るように首部３６０に隣接して位置する。撮像デバイス４２０は、最も一般的には、ＣＭ
ＯＳ型のカメラチップであるが、他の小型撮像デバイスも利用され得る。例えば、撮像デ
バイスは、ＣＣＤ型のチップまたは他の半導体もしくはウエハ載置デバイスであり得る。
プロセッサ４３０は、いくつかの異なるマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、Ａ
ＳＩＣ、または専用半導体のいずれかであり得る。
【００２５】
　図５は、本発明の原理による灌流源識別システムとともに使用する位置合わせおよび挟
持機構である。図５において、挟持デバイス５１０は、外科コンソールの中の適所でポー
ト３００を保持する。挟持デバイス５１０はまた、首部３６０を撮像する（および随意に
照明する）ことができるように、該首部を適切に位置合わせする役割を果たす。挟持デバ
イス５１０は、ポート３００を位置合わせ特徴３２０とスパイクポート３１０との間で自
動的に掴むように、最も一般的には、電動化される。各灌流源が同じ位置合わせ特徴３２
０およびスパイクポート３１０を有するので、灌流源の一貫した配置および首部３６０の
位置合わせが達成される。他の実施形態において、挟持デバイスは、手動または手動の態
様を有することができる。例えば、挟持デバイス５１０上の溝は、ポート３００の位置合
わせ特徴３２０およびスパイクポート３１０と位置合わせし得る。本発明の一実施形態に
おいて、挟持デバイス５１０は、水晶体超音波乳化吸引術コンソール（図示せず）の中に
位置する。灌流源のポート３００は、コンソールの中に位置するカラーの中に配置され得
る。よって、挟持デバイス５１０は、適所でポート３００（および付属の灌流源）を保持
し得る。
【００２６】
　動作中に、ポート３００は、ポート３００の保持および首部３６０の位置合わせの双方
を行う挟持デバイスの中へ配置される。灌流源の首部３６０は、撮像デバイス４２０が該
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首部を撮像することができるように位置合わせされる。首部３６０は、随意に照明される
。撮像デバイス４２０は、首部３６０、ならびに突出部３３０および３４０を撮像する。
撮像デバイス４２０によって撮像した画像は、突出部３３０および３４０がどの識別子を
表しているのかを判定するために、メモリに記憶されている画像と比較される。そのよう
な比較は、コントラスト、色、シャープネス、または他の画像属性に基づいて行われ得、
また、プロセッサ４３０によって行われ得る。
【００２７】
　上の説明から、本発明が、灌流源を識別するための改善されたシステムを提供すること
が認識され得る。本発明は、撮像システムによって識別することができるポート特徴を有
する灌流源を提供する。本発明は、実施例によって本明細書で例示され、当業者によって
種々の修正が行われ得る。
【００２８】
　当業者には、本明細書を考慮し、本明細書で開示される本発明を実行することによって
、他の実施形態が明らかになるであろう。仕様および実施例は、例示的なものに過ぎず、
本発明の真の範囲および精神は、以下の特許請求の範囲によって示されることを意図して
いる。

【図１】 【図２】
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【図３Ｃ】 【図４】

【図５】
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